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ビッグデータとシミュレーシヨンを組み合わせた地域マネジメン ト手法の開発
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柱 堺 予 輯
1.は じめに

本研究の目的は,近年利用が進み始めたビッグデータとこれまで政策評価ツール として開発の進んできた

行動シミュレーシヨンを融合することによつて,地域のマネジメン トに有効手法を提供することである.ビ ッ

グデータはある時間断面での観損1結果であり,予測にはモデル化が必要となる。また,行動シミュレーション

はある時点での行動結果を用いて構築されたモデルを用いて,環境の変化による行動の変化を予測するもの

である。今回の研究開発では,双方の特徴を維持 tン たまま,予測を行いつつ現在の状態を適切に再現 lン ,様々

な特性を把握することを可能にする手法の開発を目的と 1ン ている。また,今 回はその活用の一例 と lフ て ,

COViD-19下での人の移動特性の再現性を確認する.                     Ⅲ

2.シ ミュレーシヨンとビッグデータ

都市・地域の状態を表すものの一つに,人の活動・生活がある。そこで,本研究では,人の行動を再現する

シミュレーションを適用する。今回用いたシミュレータは人の生活における固定活動を規定 tン ,プ リズム制約

下での逐次型最適化モデルであり,既存研究にある一日の行動パターン再現型との比較検討を行 う。また,そ

れと融合する人の動きを観損1で きるビッグデータとL/て ,本研究では集計値 として精度の高い ドコモインサ

イ トマーケテイングが提供するモバイル空間統計データ①を用いる.

3.融合アルゴリズム

シミュレーションを行 うことで,あ る時間帯の活動分布やネットワーク上の移動人数などが推計できる。今

回は,ビ ッグデータとしてモバイル空間統計を用いることから,シ ミュレーションのアウトプットと 1ン てゾー

ン内の人の数を融合する指標 として用いる。融合手法と tン て,モバイル空間統計データを観測データとして ,

その予測値と観測値の差を尤度 と tン てシミュレーシヨン内の個人の行動を補正 し,シ ミュレータの再現性の

向上度合いについて確認を行 う。

4.提案手法の有効性の検証

甲府都市圏パーソン トリップ調査データを用いたシミュレーシヨンを行

い,モバイル空間統計との融合によつて,そ の再現性の改善について検証を

行つた。また,こ の手法の有効性を示すために,東京都市圏パーソン トリッ

プ調査にも適用し,2020年の COVID-19下 でのテレワークとい う急激な行

動変化に対 して適用性を検討 1ン たo図 -1はその結果の一例であり,どの勤

務地においてテレワークが行われているかを示 1ン たものである.こ のよう

に,本手法を用いることで,都市内の人の動きに応 じた現在の状態を再現tiン ,

さらにはそれに基づいた各種指標の確認が可能になった。それによつて,地

域マネジメン トの基礎データが提供できたと考えられる. 図-1 推計テ レワーク実施率


